
 

～開発計画から発掘調査まで～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

埋蔵文化財の取扱の流れについて 

包蔵地範囲内 包蔵地範囲外 

工事着手 

※工事中に遺構・遺物を発見 

書類提出等の手続 

発掘の届出２部・試掘調査依頼書一式 1 部・図面類

一式３部・（文化財の所在の有無について（照会）） 

 

「文化財の所在の有無について（照会）」は、嵯峨山遺跡（遺跡番号０１５遺跡）・市場坂遺跡（遺跡番号００９遺跡）に該当した場合のみ提出 

試掘歴の有無の確認 

試掘歴なし 

工事着手 

工事中に遺構・遺物を

発見した場合は※へ 

試掘歴あり 

土木工事等の計画 

（住宅建設・ガス工事等） 

市への届出・書類提出 

周知の埋蔵文化財包蔵地照会 

包蔵地の範囲に入っているか？ 

新座市イメージキャラクター 

書類提出等の手続 

発掘の届出２部・図面類一式２

部・（文化財の所在の有無につい

て（照会）） 

ゾウキリン 

教育委員会による試掘調査の実施 

遺構・遺物が発見されない 遺構・遺物が発見された 

埋蔵文化財の保存協議 

工事計画の変更（盛土や配置変更等） 

等による保存可能（現状保存） 

保存協議書の締結 

発掘調査の実施（記録保存） 

発掘調査費用は事業者に協力を求めます。た

だし、個人専用住宅建設等、負担を強いるこ

とが適当でないと認められる場合は、国庫補

助等、公費により実施する場合があります。 

工事着手 

教育委員会による工

事立会を実施 

工事計画の変更等に 

よる保存不可能 

書類提出等の手続 

発掘調査依頼書一式１部・添付資料一式１部 

【問合せ】 

新座市教育委員会 新座市立歴史民俗資料館 

〒352-００１１ 新座市野火止２－９－３７ 

☎048-4８１-０１７７ 

＊用語説明＊ 

【埋蔵文化財】 

土中等に埋蔵されている文化財（遺跡）。周知

の埋蔵文化財包蔵地は、本市が昭和 53 年度

に定めた、「遺跡のある可能性を含む土地」。 

【遺構・遺物】 

昔の住居跡等の不動産が「遺構」、土器片等の

動産が「遺物」であり、遺構、遺物を合わせて

「遺跡」と呼ぶ。 


